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まち知る紹介⑫ ～子ども達がもたらす「笑顔」～

■問い合わせ・応募先
名寄市社会福祉協議会 地域支援係
〒096-0011
名寄市西１条南１２丁目 名寄市総合福祉センター
電話：01654-3-9862 ＦＡＸ：01654-3-9949
E-mail：chiiki@nayoro-shakyo.jp

名寄社協HP QR コード 名寄社協LINE QR コード

「これからもボランティア活動等を積極的に頑張ります！」
名寄東中学校 生徒会会長 水間 凛

つながるなよろメッセージ

本コーナーでは、コロナ禍においても様々
な工夫をしながら活動を展開している団体等を
ご紹介させていただいており、12回目となる今
回は名寄社協が関わりのある子ども達の活動を
紹介します。

２月２７日、名寄東中学校生徒会が主催する
除雪ボランティアが行われました。
この活動は平成元年から継続されているもの

で、ここ数年は学校がある北新区町内会にお住
いの高齢者宅等の除雪を行っており、名寄社協
では学校と町内会や除雪後の排雪をしてくださ
る名寄市技能振興推進協議会の調整をさせてい
ただいています。
当日は約８０名の生徒が新型コロナウイルス

感染症防止対策を図り、１１件のお宅の除雪を行いました。
今年は例年よりも積雪が多く、除雪に訪問をした方からは除雪をしていただけたことと子ども達と

交流できたことへの喜びの声が寄せられました。
除雪をした名寄東中学校生徒会会長 水間 凛さんは「今年は新型コロナの影響でやりたかった

色々な活動ができなかったが、除雪ボランティアができることに感謝し、少しでも地域に貢献できた
ら嬉しいです」と、活動ができたことへの喜びと普段暮らす地域への思いを話されていました。
また、昨年１２月から行っている民生委員や町内会役員にマスクをお届けいただいている「まごこ

ろマスク」には、どろんこ学童すまいるの子ども達が書いたメッセージが添えられており、マスクを
手にした方からは「孫からプレゼントをもらったみたい」「元気をもらった」等の声が寄せられてい
ます。
コロナ禍によって制限が多い中ではありますが、このように子ども達の取り組みが地域にたくさん

の笑顔をもたらしてくれています。
年齢に関わらず工夫次第で様々な取り組みが可能になります。
名寄社協では、形を変えながらもつながりを絶やすことのない地域をつくっていきたいと思います。

■エフエムなよろ放送日
第１・第３火曜9:30～9:40／17:40～17:50

■名寄新聞・北都新聞掲載日
第１・第３水曜


